
二
八

議
案
の
中
間
報
告
に
関
す
る
一
覧
表

国

会

回

次

件

名

委

員

会

中
間
報
告
を

求
め
る
動
議

中
間
報
告

議
院
の
会
議
で

審
議
す
る
動
議

本
案
の

議

決

備

考

予
備
付
託

本
付
託

提

出

議

決

提

出

議

決

第
十六
回

︵
特
別
︶

電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱

業
に
お
け
る
争
議
行
為

の
方
法
の
規
制
に
関
す

る
法
律
案
︵
閣
法
第
二

一
号
︶

昭
和二八、

六、二九

労

働
昭
和二八、

七、一一
昭
和二八、

八、
三

小
林
英
三
君

外
一
名

昭
和二八、

八、
三

可

決
昭
和二八、

八、
四

労
働
委
員
長

栗
山
良
夫
君

昭
和二八、

八、
四

小
林
英
三
君

外
一
名

昭
和二八、

八、
四

可

決
昭
和二八、

八、
五

可

決

第
十九
回
警
察
法
案
︵
閣
法
第
三

一
号
︶
及
び
警
察
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
令

の
整
理
に
関
す
る
法
律

案︵
閣
法
第
三
二
号
︶

二九、
二、一七

地
方
行
政
二九、
五、一五

二九、
六、
七

小
林
英
三
君

外
三
名
二九、
六、
七

可

決

二九、
六、
七

地
方
行
政
委

員
会
理
事

堀

末
治
君

二九、
六、
七

小
林
英
三
君

外
三
名
二九、
六、
七

可

決
二九、
六、
七

可

決
地
方
行
政
委
員
長
内

村
清
次
君
は
欠
席

第
二十四回

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
案
︵
閣
法
第
一
〇
五

号
︶
及
び
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
理

に
関
す
る
法
律
案︵
閣

法
第
一
〇
六
号
︶

三一、
三、一二

文

教
三一、
四、二〇

三一、
六、
一

川
村
松
助
君

外
五
名
三一、
六、
二

可

決

三一、
六、
二

文
教
委
員
長

加
賀
山
之
雄
君

三一、
六、
二

川
村
松
助
君

外
五
名
三一、
六、
二

可

決
三一、
六、
二

可

決

第
二十五回

︵
臨
時
︶

電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱

業
に
お
け
る
争
議
行
為

の
方
法
の
規
制
に
関
す

る
法
律
附
則
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
同
法
を

存
続
さ
せ
る
に
つ
い

て
、
国
会
の
議
決
を
求

め
る
の
件
︵
閣
議
第
一

号
︶

三一、一一、一七

社
会
労
働
三一、一一、二六

三一、一二、
七

安
井

謙
君

外
二
名
三一、一二、
七

可

決

三一、一二、
八

社
会
労
働
委

員
長

千
葉

信
君

三一、一二、
八

安
井

謙
君

外
二
名
三一、一二、
八

可

決
三一、一二、
八

存
続
さ
せ

る
こ
と
に

議
決

三一、二一、八
議
院
の
会

議
で
審
議
す
る
動
議

に
先
立
ち
﹁
十
二
月

十
二
日
ま
で
に
社
会

労
働
委
員
会
で
審
査

を
了
す
る
こ
と
の
動

議
﹂︵
藤
田
進
君
提

出
︶
を
否
決

第
二十八回
日
本
労
働
協
会
法
案

︵
閣
法
第
三
九
号
︶

三三、
二、一一

社
会
労
働
三三、
四、
九

三三、
四、二五

木
島
虎
藏
君

外
一
名
三三、
四、二五

可

決

三三、
四、二五

社
会
労
働
委

員
長
阿
具
根
登
君

三三、
四、二五

木
島
虎
藏
君

外
一
名
三三、
四、二五

可

決
三三、
四、二五

可

決

第
二十九回

︵
特
別
︶
市
町
村
立
学
校
職
員
給

与
負
担
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案︵
閣
法

第
三
号
︶

三三、
六、二五

文

教
三三、
六、二七

三三、
七、
二

剱
木
亨
弘
君

外
一
名
三三、
七、
三

可

決

三三、
七、
三

文
教
委
員
長

竹
中
勝
男
君

三三、
七、
三

斎
藤

昇
君

外
一
名
三三、
七、
三

可

決
三三、
七、
四

可

決

第
三十一回

最
低
賃
金
法
案
︵
閣
法

第
一
三
号
︶

三三、一二、一〇

社
会
労
働
三四、
二、二六

三四、
四、
二

草
葉
隆
圓
君

外
三
名
三四、
四、
二

可

決

三四、
四、
三

社
会
労
働
委

員
長

久
保

等
君

三四、
四、
三

斎
藤

昇
君

外
一
名
三四、
四、
三

可

決
三四、
四、
三

修

正

防
衛
庁
設
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
九
四
号
︶及
び

自
衛
隊
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
︵
閣
法

第
九
五
号
︶

三四、
一、三一

内

閣
三四、
三、二七

三四、
四、三〇

松
岡
平
市
君

外
一
名
三四、
五、
一

可

決

三四、
五、
一

内
閣
委
員
長

永
岡
光
治
君

三四、
五、
一

斎
藤

昇
君

外
一
名
三四、
五、
一

可

決
三四、
五、
一

可

決

第
四十三回
職
業
安
定
法
及
び
緊
急

失
業
対
策
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
閣

法
第
八
九
号
︶

三八、
五、
七

社
会
労
働
三八、
六、二三

三八、
六、二八

草
葉
隆
圓
君

外
一
名
三八、
六、二九

可

決

三八、
六、二九

社
会
労
働
委

員
長

鈴
木

強
君

三八、
六、三〇

鍋
島
直
紹
君

外
一
名
三八、
六、三〇

可

決
三八、
七、
一

可

決
三八、六、三〇
議
院
の
会

議
で
審
議
す
る
動
議

に
先
立
ち﹁
七
月
一

日
ま
で
に
社
会
労
働

委
員
会
で
審
査
を
了

す
る
こ
と
の
動
議
﹂

︵
米
田
勲
君
提
出
︶を

否
決

第
四十八回
農
地
被
買
収
者
等
に
対

す
る
給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
案
︵
閣
法

第
七
七
号
︶

四〇、
四、二三

大

蔵
四〇、
五、一四

四〇、
五、二六

草
葉
隆
圓
君

外
一
名
四〇、
五、二七

可

決

四〇、
五、二八

大
蔵
委
員
長

西
田
信
一
君

四〇、
五、二八

山
本
利
壽
君

外
一
名
四〇、
五、二八

可

決
四〇、
五、二八

可

決

























九
二
二



二
八

議
案
の
中
間
報
告
に
関
す
る
一
覧
表

国

会

回

次

件

名

委

員

会

中
間
報
告
を

求
め
る
動
議

中
間
報
告

議
院
の
会
議
で

審
議
す
る
動
議

本
案
の

議

決

備

考

予
備
付
託

本
付
託

提

出

議

決

提

出

議

決

第
十六
回

︵
特
別
︶

電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱

業
に
お
け
る
争
議
行
為

の
方
法
の
規
制
に
関
す

る
法
律
案
︵
閣
法
第
二

一
号
︶

昭
和二八、

六、二九

労

働
昭
和二八、

七、一一
昭
和二八、

八、
三

小
林
英
三
君

外
一
名

昭
和二八、

八、
三

可

決
昭
和二八、

八、
四

労
働
委
員
長

栗
山
良
夫
君

昭
和二八、

八、
四

小
林
英
三
君

外
一
名

昭
和二八、

八、
四

可

決
昭
和二八、

八、
五

可

決

第
十九
回
警
察
法
案
︵
閣
法
第
三

一
号
︶
及
び
警
察
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
令

の
整
理
に
関
す
る
法
律

案︵
閣
法
第
三
二
号
︶

二九、
二、一七

地
方
行
政
二九、
五、一五

二九、
六、
七

小
林
英
三
君

外
三
名
二九、
六、
七

可

決

二九、
六、
七

地
方
行
政
委

員
会
理
事

堀

末
治
君

二九、
六、
七

小
林
英
三
君

外
三
名
二九、
六、
七

可

決
二九、
六、
七

可

決
地
方
行
政
委
員
長
内

村
清
次
君
は
欠
席

第
二十四回

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
案
︵
閣
法
第
一
〇
五

号
︶
及
び
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
理

に
関
す
る
法
律
案︵
閣

法
第
一
〇
六
号
︶

三一、
三、一二

文

教
三一、
四、二〇

三一、
六、
一

川
村
松
助
君

外
五
名
三一、
六、
二

可

決

三一、
六、
二

文
教
委
員
長

加
賀
山
之
雄
君

三一、
六、
二

川
村
松
助
君

外
五
名
三一、
六、
二

可

決
三一、
六、
二

可

決

第
二十五回

︵
臨
時
︶

電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱

業
に
お
け
る
争
議
行
為

の
方
法
の
規
制
に
関
す

る
法
律
附
則
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
同
法
を

存
続
さ
せ
る
に
つ
い

て
、
国
会
の
議
決
を
求

め
る
の
件
︵
閣
議
第
一

号
︶

三一、一一、一七

社
会
労
働
三一、一一、二六

三一、一二、
七

安
井

謙
君

外
二
名
三一、一二、
七

可

決

三一、一二、
八

社
会
労
働
委

員
長
千
葉

信
君

三一、一二、
八

安
井

謙
君

外
二
名
三一、一二、
八

可

決
三一、一二、
八

存
続
さ
せ

る
こ
と
に

議
決

三一、二一、八
議
院
の
会

議
で
審
議
す
る
動
議

に
先
立
ち
﹁
十
二
月

十
二
日
ま
で
に
社
会

労
働
委
員
会
で
審
査

を
了
す
る
こ
と
の
動

議
﹂︵
藤
田
進
君
提

出
︶
を
否
決

第
二十八回
日
本
労
働
協
会
法
案

︵
閣
法
第
三
九
号
︶

三三、
二、一一

社
会
労
働
三三、
四、
九

三三、
四、二五

木
島
虎
藏
君

外
一
名
三三、
四、二五

可

決

三三、
四、二五

社
会
労
働
委

員
長

阿
具
根
登
君

三三、
四、二五

木
島
虎
藏
君

外
一
名
三三、
四、二五

可

決
三三、
四、二五

可

決

第
二十九回

︵
特
別
︶
市
町
村
立
学
校
職
員
給

与
負
担
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案︵
閣
法

第
三
号
︶

三三、
六、二五

文

教
三三、
六、二七

三三、
七、
二

剱
木
亨
弘
君

外
一
名
三三、
七、
三

可

決

三三、
七、
三

文
教
委
員
長

竹
中
勝
男
君

三三、
七、
三

斎
藤

昇
君

外
一
名
三三、
七、
三

可

決
三三、
七、
四

可

決

第
三十一回

最
低
賃
金
法
案
︵
閣
法

第
一
三
号
︶

三三、一二、一〇

社
会
労
働
三四、
二、二六

三四、
四、
二

草
葉
隆
圓
君

外
三
名
三四、
四、
二

可

決

三四、
四、
三

社
会
労
働
委

員
長
久
保

等
君

三四、
四、
三

斎
藤

昇
君

外
一
名
三四、
四、
三

可

決
三四、
四、
三

修

正

防
衛
庁
設
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
九
四
号
︶及
び

自
衛
隊
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
︵
閣
法

第
九
五
号
︶

三四、
一、三一

内

閣
三四、
三、二七

三四、
四、三〇

松
岡
平
市
君

外
一
名
三四、
五、
一

可

決

三四、
五、
一

内
閣
委
員
長

永
岡
光
治
君

三四、
五、
一

斎
藤

昇
君

外
一
名
三四、
五、
一

可

決
三四、
五、
一

可

決

第
四十三回
職
業
安
定
法
及
び
緊
急

失
業
対
策
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
閣

法
第
八
九
号
︶

三八、
五、
七

社
会
労
働
三八、
六、二三

三八、
六、二八

草
葉
隆
圓
君

外
一
名
三八、
六、二九

可

決

三八、
六、二九

社
会
労
働
委

員
長

鈴
木

強
君

三八、
六、三〇

鍋
島
直
紹
君

外
一
名
三八、
六、三〇

可

決
三八、
七、
一

可

決
三八、六、三〇
議
院
の
会

議
で
審
議
す
る
動
議

に
先
立
ち﹁
七
月
一

日
ま
で
に
社
会
労
働

委
員
会
で
審
査
を
了

す
る
こ
と
の
動
議
﹂

︵
米
田
勲
君
提
出
︶を

否
決

第
四十八回
農
地
被
買
収
者
等
に
対

す
る
給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
案
︵
閣
法

第
七
七
号
︶

四〇、
四、二三

大

蔵
四〇、
五、一四

四〇、
五、二六

草
葉
隆
圓
君

外
一
名
四〇、
五、二七

可

決

四〇、
五、二八

大
蔵
委
員
長

西
田
信
一
君

四〇、
五、二八

山
本
利
壽
君

外
一
名
四〇、
五、二八

可

決
四〇、
五、二八

可

決

























二
八
　
議
案
の
中
間
報
告
に
関
す
る
一
覧
表

九
二
三



国

会

回

次

件

名

委

員

会

中
間
報
告
を

求
め
る
動
議

中
間
報
告

議
院
の
会
議
で

審
議
す
る
動
議

本
案
の

議

決

備

考

予
備
付
託

本
付
託

提

出

議

決

提

出

議

決

第
五十六回

︵
臨
時
︶
健
康
保
険
法
及
び
船
員

保
険
法
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
案
︵
閣
法

第
一
号
︶

︱
四二、
八、
七

社
会
労
働

四二、
八、一六

安
井

謙
君

外
一
名
四二、
八、一六

可

決

四二、
八、一七

社
会
労
働
委

員
長

山
本
伊
三
郎
君

四二、
八、一七

沢
田
一
精
君

外
一
名
四二、
八、一七

可

決
四二、
八、一八

可

決
四二、八、一七
議
院
の
会

議
で
審
議
す
る
動
議

に
先
立
ち﹁
八
月
十

八
日
正
午
ま
で
に
社

会
労
働
委
員
会
で
審

査
を
了
す
る
こ
と
の

動
議
﹂︵
加
瀬
完
君
提

出
︶を
否
決

第
六十一回
健
康
保
険
法
及
び
船
員

保
険
法
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
九
三
号
︶

四四、
六、一八

社
会
労
働
四四、
七、一四

四四、
七、二三

大
谷
藤
之
助
君

外
一
名
四四、
七、二五

可

決

四四、
七、二五

社
会
労
働
委

員
長

吉
田
忠
三
郎
君

︱

︱
四四、
八、
二

可

決
四四、七、二五
中
間
報
告

及
び
こ
れ
に
対
す
る

質
疑
の
後
、﹁
七
月
二

十
八
日
午
後
十
一
時

ま
で
に
社
会
労
働
委

員
会
で
審
査
を
了
す

る
こ
と
の
動
議
﹂︵
藤

田
正
明
君
外
一
名
提

出
︶を
可
決

第
七十五回

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
閣

法
第
六
〇
号
︶
及
び
政

治
資
金
規
正
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
六
一
号
︶

︱
五〇、
六、
九

公
職
選
挙

法
改
正
に

関
す
る
特

別

五〇、
七、
三

剱
木
亨
弘
君

外
一
名
五〇、
七、
三

可

決

五〇、
七、
三

公
職
選
挙
法

改
正
に
関
す

る
特
別
委
員

長中
西
一
郎
君

五〇、
七、
四

土
屋
義
彦
君

外
一
名
五〇、
七、
四

可

決
五〇、
七、
四

可

決

第
百
四十五回

住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

︵
第
百
四
十
二
回
国
会

閣
法
第
七
九
号
︶

平
成

︱
平
成一一、

六、二八

地
方
行

政
・
警
察

平
成一一、

八、一二

上
野
公
成
君

外
一
名

平
成一一、

八、一二

可

決
平
成一一、

八、一二

地
方
行
政
・

警
察
委
員
長

小
山
峰
男
君

平
成一一、

八、一二

上
野
公
成
君

外
一
名

平
成一一、

八、一二

可

決
平
成一一、

八、一二

可

決

第
百
四十七回

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
第

百
四
十
五
回
国
会
衆
第

二
六
号
︶

︱
一二、
一、二八

地
方
行

政
・
警
察

一二、
二、
二

阿
部
正
俊
君

外
二
名
一二、
二、
二

可

決

一二、
二、
二

地
方
行
政
・

警
察
委
員
長

和
田
洋
子
君

一二、
二、
二

阿
部
正
俊
君

外
二
名
一二、
二、
二

可

決
一二、
二、
二

可

決

第
百
五十九回

金
融
機
能
の
強
化
の
た

め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
案
︵
閣
法
第
一

八
号
︶
及
び
預
金
保
険

法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
︵
閣
法
第
一
九

号
︶

︱
一六、
五、二八

財
政
金
融

一六、
六、一四

金
田
勝
年
君

外
一
名
一六、
六、一四

可

決

一六、
六、一四

財
政
金
融
委

員
長
円
よ
り
子
君

一六、
六、一四

金
田
勝
年
君

外
一
名
一六、
六、一四

可

決
一六、
六、一四

可

決

第
百
六十六回

国
家
公
務
員
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
九
六
号
︶

︱
一九、
六、一一

内

閣

一九、
六、三〇

岩
永
浩
美
君

外
一
名
一九、
六、三〇

可

決

一九、
六、三〇

内
閣
委
員
長

藤
原
正
司
君

一九、
六、三〇

岩
永
浩
美
君

外
一
名
一九、
六、三〇

可

決
一九、
六、三〇

可

決

第
百
七十一回

臓
器
の
移
植
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
︵
第
百
六
十

四
回
国
会
衆
第
一
四

号
︶

︱
二一、
六、二六

厚
生
労
働

二一、
七、一〇

小
川
勝
也
君

外
二
名
二一、
七、一〇

可

決

二一、
七、一〇

厚
生
労
働
委

員
長

辻

泰
弘
君

二一、
七、一〇

小
川
勝
也
君

外
二
名
二一、
七、一〇

可

決
二一、
七、一三

可

決

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及

び
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
検
討
等
そ
の
他
適
正

な
移
植
医
療
の
確
保
の

た
め
の
検
討
及
び
検
証

等
に
関
す
る
法
律
案

︵
参
第
二
六
号
︶

二一、
七、一三

議
決
を
要

し
な
い
も

の
と
な
っ

た

第
百
九十三回

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰

及
び
犯
罪
収
益
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案︵
閣
法
第
六
四
号
︶

︱
二九、
五、二九

法

務

二九、
六、一四

牧
野
た
か
お
君
二九、
六、一五

可

決

二九、
六、一五

法
務
委
員
長

秋
野
公
造
君

二九、
六、一五

牧
野
た
か
お
君
二九、
六、一五

可

決
二九、
六、一五

可

決









辻

九
二
四



国

会

回

次

件

名

委

員

会

中
間
報
告
を

求
め
る
動
議

中
間
報
告

議
院
の
会
議
で

審
議
す
る
動
議

本
案
の

議

決

備

考

予
備
付
託

本
付
託

提

出

議

決

提

出

議

決

第
五十六回

︵
臨
時
︶
健
康
保
険
法
及
び
船
員

保
険
法
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
案
︵
閣
法

第
一
号
︶

︱
四二、
八、
七

社
会
労
働

四二、
八、一六

安
井

謙
君

外
一
名
四二、
八、一六

可

決

四二、
八、一七

社
会
労
働
委

員
長

山
本
伊
三
郎
君

四二、
八、一七

沢
田
一
精
君

外
一
名
四二、
八、一七

可

決
四二、
八、一八

可

決
四二、八、一七
議
院
の
会

議
で
審
議
す
る
動
議

に
先
立
ち﹁
八
月
十

八
日
正
午
ま
で
に
社

会
労
働
委
員
会
で
審

査
を
了
す
る
こ
と
の

動
議
﹂︵
加
瀬
完
君
提

出
︶を
否
決

第
六十一回
健
康
保
険
法
及
び
船
員

保
険
法
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
九
三
号
︶

四四、
六、一八

社
会
労
働
四四、
七、一四

四四、
七、二三

大
谷
藤
之
助
君

外
一
名
四四、
七、二五

可

決

四四、
七、二五

社
会
労
働
委

員
長

吉
田
忠
三
郎
君

︱

︱
四四、
八、
二

可

決
四四、七、二五
中
間
報
告

及
び
こ
れ
に
対
す
る

質
疑
の
後
、﹁
七
月
二

十
八
日
午
後
十
一
時

ま
で
に
社
会
労
働
委

員
会
で
審
査
を
了
す

る
こ
と
の
動
議
﹂︵
藤

田
正
明
君
外
一
名
提

出
︶を
可
決

第
七十五回

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
閣

法
第
六
〇
号
︶
及
び
政

治
資
金
規
正
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
六
一
号
︶

︱
五〇、
六、
九

公
職
選
挙

法
改
正
に

関
す
る
特

別

五〇、
七、
三

剱
木
亨
弘
君

外
一
名
五〇、
七、
三

可

決

五〇、
七、
三

公
職
選
挙
法

改
正
に
関
す

る
特
別
委
員

長中
西
一
郎
君

五〇、
七、
四

土
屋
義
彦
君

外
一
名
五〇、
七、
四

可

決
五〇、
七、
四

可

決

第
百
四十五回

住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

︵
第
百
四
十
二
回
国
会

閣
法
第
七
九
号
︶

平
成

︱
平
成一一、

六、二八

地
方
行

政
・
警
察

平
成一一、

八、一二

上
野
公
成
君

外
一
名

平
成一一、

八、一二

可

決
平
成一一、

八、一二

地
方
行
政
・

警
察
委
員
長

小
山
峰
男
君

平
成一一、

八、一二

上
野
公
成
君

外
一
名

平
成一一、

八、一二

可

決
平
成一一、

八、一二

可

決

第
百
四十七回

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
第

百
四
十
五
回
国
会
衆
第

二
六
号
︶

︱
一二、
一、二八

地
方
行

政
・
警
察

一二、
二、
二

阿
部
正
俊
君

外
二
名
一二、
二、
二

可

決

一二、
二、
二

地
方
行
政
・

警
察
委
員
長

和
田
洋
子
君

一二、
二、
二

阿
部
正
俊
君

外
二
名
一二、
二、
二

可

決
一二、
二、
二

可

決

第
百
五十九回

金
融
機
能
の
強
化
の
た

め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
案
︵
閣
法
第
一

八
号
︶
及
び
預
金
保
険

法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
︵
閣
法
第
一
九

号
︶

︱
一六、
五、二八

財
政
金
融

一六、
六、一四

金
田
勝
年
君

外
一
名
一六、
六、一四

可

決

一六、
六、一四

財
政
金
融
委

員
長
円
よ
り
子
君

一六、
六、一四

金
田
勝
年
君

外
一
名
一六、
六、一四

可

決
一六、
六、一四

可

決

第
百
六十六回

国
家
公
務
員
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

︵
閣
法
第
九
六
号
︶

︱
一九、
六、一一

内

閣

一九、
六、三〇

岩
永
浩
美
君

外
一
名
一九、
六、三〇

可

決

一九、
六、三〇

内
閣
委
員
長

藤
原
正
司
君

一九、
六、三〇

岩
永
浩
美
君

外
一
名
一九、
六、三〇

可

決
一九、
六、三〇

可

決

第
百
七十一回

臓
器
の
移
植
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
︵
第
百
六
十

四
回
国
会
衆
第
一
四

号
︶

︱
二一、
六、二六

厚
生
労
働

二一、
七、一〇

小
川
勝
也
君

外
二
名
二一、
七、一〇

可

決

二一、
七、一〇

厚
生
労
働
委

員
長

辻

泰
弘
君

二一、
七、一〇

小
川
勝
也
君

外
二
名
二一、
七、一〇

可

決
二一、
七、一三

可

決

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及

び
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
検
討
等
そ
の
他
適
正

な
移
植
医
療
の
確
保
の

た
め
の
検
討
及
び
検
証

等
に
関
す
る
法
律
案

︵
参
第
二
六
号
︶

二一、
七、一三

議
決
を
要

し
な
い
も

の
と
な
っ

た

第
百
九十三回

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰

及
び
犯
罪
収
益
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案︵
閣
法
第
六
四
号
︶

︱
二九、
五、二九

法

務

二九、
六、一四

牧
野
た
か
お
君
二九、
六、一五

可

決

二九、
六、一五

法
務
委
員
長

秋
野
公
造
君

二九、
六、一五

牧
野
た
か
お
君
二九、
六、一五

可

決
二九、
六、一五

可

決









辻

二
八
　
議
案
の
中
間
報
告
に
関
す
る
一
覧
表

九
二
五


